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1．はじめに 

水球は水中の格闘技とも評されるほどの激

しいスポーツであり，泳ぎ続ける有酸素性能力

と，一瞬のパワーを発揮する無酸素性能力のい

ずれもが求められる (長沼, 2011) ． 

近年，水球競技に関してバイオメカニクス的

研究や，パフォーマンス的研究など様々な分野

における研究が進められているが，水球選手の

パワーに関する研究は存在しない．特に，水球

選手特有の移動手段における速度および泳パ

ワーについて十分に評価されていない． 

そこで本研究の目的は，1）水球競技におけ

る代表的な移動手段であるフロントクロール

と蹴り足クロールの異なる泳法によるレジス

テッド牽引泳を実施し，荷重と泳速度の関係，

荷重と泳パワーの関係を明らかにすること，2）

測定された荷重，泳速度，泳パワーから実践的

かつ定量的に水球競技特有の泳パワーを評価

する新たな手法を提示することとする． 

大学水球選手の泳パワーの指標となるもの

を考案することで，これからの水球の競技力向

上に寄与するものと考える． 

2．対象および方法 

 対象は，2015 年関西学生リーグにてプレイ

する B 大学水球チームに所属する男子水球選

手 6 名と，2014 年度および 2015 年度日本選手

権にて入賞経験のある B 大学水球チームに所

属する女子水球選手 9 名の計 15 名とする． 

 測定項目は，水球選手特有の移動手段として，

フロントクロール，蹴り足クロールの 2 種目を

採用した．負荷と速度の関係を調査するため，

牽引装置を用いてレジステッド泳テストを行

い，負荷設定は，0～200N を範囲とした．被験

者には自らが泳ぐレーンにおいて，手前側 5m

から最大で 7.5m の加速区間を設けた．泳ぎ始

めてから徐々に加速し，レーン中央部分のプー

ルサイドに示されたマーカーに到達する際に

最大努力泳となるよう指示した．また，運動開

始後は，測定者の笛の合図が確認できるまで，

最大努力泳を継続するよう指示し，測定者は，

被験者が最大努力泳でマーカーを通過したこ

とを確認すると同時に，5 秒間計時した．フロ

ントクロールでは 4 段階，蹴り足クロールでは

3 段階の漸増負荷泳を実施し，各運動の間の休

憩は 2 分間に設定した．以上のことから，それ

ぞれの移動手段における負荷と速度の関係，さ

らには負荷と泳パワーの関係を調査し，水球選

手のパワー評価法についての検討を行う． 

3．結果 

フロントクロール，蹴り足クロールともに，

荷重と泳速度の関係は，ほぼ負の直線関係にな

った（図 1）．フロントクロールは低荷重時で

最大発揮パワーに到達し，蹴り足クロールは高

荷重時で最大発揮パワーに到達している．女子

選手は，蹴り足クロールのパワー曲線が顕著に

大きいことが明らかになった． 

 また，男女の比較において，男子選手は，女

子選手と比較し，フロントクロールの発揮パワ



ーにおいて高い傾向がみられた (図 2) ．しか

しながら，蹴り足クロールにおいては女子選手

の方が高い傾向がみられた (図 3) ．女子選手

の結果をみてみると，蹴り足クロールの最大発

揮パワーが，フロントクロールの最大発揮パワ

ーの約 2 倍の数値になっていることが明らか

になった．  

 

図 1．フロントクロールおよび蹴り足クロール

の 5 秒間の発揮パワーの推移(女子) 

 

図 2.フロントクロールの最大発揮パワー 

 

図 3.蹴り足クロールの最大発揮パワー 

 

4．考察 

 本実験の結果において，荷重と速度の関係は，

図 1 のように負の直線関係になった（フロント

クロールでは 15 人中 12 人，蹴り足クロールで

は 15 人中 14 人）．このことから，自転車エル

ゴメータを用いた若吉ら(2010)の方法を採用

することで，水球選手の牽引泳パワーの評価の

可能性が示唆された．また，フロントクロール

は低負荷時でのスピード発揮することに長け

ており，蹴り足クロールは荷重を受けた場合に

も持続的にパワーを発揮することから，水球選

手に求められる移動手段の荷重と速度の関係

においてそれぞれ特徴が存在することが明ら

かになった．また，男女の比較において，女子

選手は蹴り足クロールの最大発揮パワーが，フ

ロントクロールの最大発揮パワーの約 2 倍で

あることから，水着の表面積が男子よりも大き

く，接触プレイを多く伴う女子選手において， 

蹴り足クロールは水球競技において重要な移

動手段であると考えられる． 

5．まとめ 
本研究の結果から，自転車エルゴメータを用

いて最大発揮パワーの推定を行った若吉ら

（2010）の手法が転用可能であることを示した．

加えて，個々の選手の牽引泳のパワー評価に活

用できる可能性が示唆された．今後，さらに他

の移動手段についても，同様の試技により実験

を行うことで，より明確な泳パワー評価法の検

討を行うことが可能になる．それらのデータを

現場にフィードバックしていくことで，水球の

競技力向上の一助になると考える． 
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